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国
労
東
日
本
本
部
は
、
２
月
11
日
に
長
野
県
長
野
市
に
於
い
て
第
29
回
拡
大
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
冒
頭
、
１
月
20
日
の
信
越
線
・
黒
姫
～
妙
高
間
で
発

生
し
た
協
力
会
社
社
員
の
死
亡
事
故
に
対
し
黙
と
う
を
行
い
、
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
る

と
と
も
に
再
発
防
止
に
向
け
運
動
の
強
化
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

発
言
で
は
、
貨
物
協
議
会
か
ら
の
特
別
発
言
を
含
め
13
名
が
行
い
、
組
織
強
化
・
拡

大
を
は
じ
め
と
す
る
闘
争
方
針
を
拍
手
で
承
認
す
る
と
と
も
に
、
東
日
本
規
約
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
提
案
。
そ
の
後
、
委
員
会
宣
言
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
採
択
し

閉
会
し
ま
し
た
。
今
号
は
、
委
員
会
特
集
と
し
ま
す
。

①

　

今
委
員
会
の
課
題
、
１
つ
に
は
12
春
闘
。
す

で
に
JR
各
社
に
５
，
０
０
０
円
の
賃
上
げ
と
併

せ
て
「
震
災
復
興
慰
労
」
の
申
入
れ
を
行
っ
た
。

春
闘
は
大
変
厳
し
い
状
況
だ
が
要
求
獲
得
に
向

け
全
力
を
上
げ
た
い
。
２
つ
に
は
、「
安
全
・

安
定
」
輸
送
確
立
に
つ
い
て
。
現
在
、
車
両
検

修
外
注
化
に
つ
い
て
、
今
後
は
基
本
交
渉
。
安

全
輸
送
を
守
っ
て
い
く
観
点
か
ら
交
渉
を
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、「
駅
業
務
委
託
の

推
進
」
に
つ
い
て
も
提
案
、
こ
れ
ま
で
の
効
率

化
検
証
に
基
づ
く
改
善
か
ら
、「
安
全
・
安
定
」

輸
送
確
立
に
向
け
取
り
組
む
。
３
つ
に
は
、「
人

① 

特
別
発
言
・

斎
藤
（
貨
物
）

◆
一
歩
間
違
え

ば
大
事
故
と
い

う
事
象
が
一
向

に
無
く
な
ら
な

い
。
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
対
策

と
並
行
し
て
効

率
化
事
案
と
の

闘
い
を
！
◆
今

春
闘
で
は
、
客

貨
一
体
は
勿
論

の
こ
と
創
意
工

夫
し
た
取
り
組

み
を
組
織
拡
大
と
並
行
し
て

進
め
る
！

② 

長
野
地
本
・
飯
島

◆
組
織
拡
大
、
支
部
と
し
て

定
期
的
な
会
議
を
開
催
。
通

年
の
取
り
組
み
と
す
べ
く
４

つ
の
項
目
で
意
思
統
一
。
一

方
、
若
年
退
職
す
る
組
合
員

も
い
て
仲
間
の
現
状
把
握
も

大
切
。
◆
人
事
・
賃
金
制
度
、

問
題
は
多
々
あ
る
が
導
入
は

さ
れ
る
。
今
後
の
調
査
活
動

が
大
切
。

③ 

東
京
地
本
・
野
佐
根

◆
委
託
会
社
・
関
連
労
働
者

の
労
働
条
件
に
つ
い
て
交
渉

窓
口
を
JR
に
限
る
の
で
は

な
く
、
委
託
会
社
に
も
要
求

を
ぶ
つ
け
直
接
交
渉
の
道
筋

を
！
◆
放
射
能
汚
染
に
つ
い

て
、
申
７
号
に
「
鉄
道
用
地

の
測
定
・
除
染
」
の
要
求
が

入
っ
て
い
な
い
が
な
ぜ
？

◆
契
約
社
員
の
仲
間
を
機
関
と

し
て
ど
う
守
る
の
か
、
闘
う
決

意
が
求
め
ら
れ
て
い
る
！

④ 

秋
田
地
本
・
高
橋

◆
今
後
エ
ル
ダ
ー
社
員
を
は

じ
め
出
向
者
が
増
え
て
い

く
中
で
、
分
会
結
成
は
重

要
、
指
導
を
！
◆
人
事
・
賃

金
制
度
に
つ
い
て
、
試
験
が

公
正
・
公
平
に
行
わ
れ
る
か

の
チ
ェ
ッ
ク
・
調
査
を
！
議

事
録
に
和
解
の
精
神
を
入
れ

た
こ
と
は
現
状
精
一
杯
の
前

進
！

⑤ 

千
葉
地
本
・
松
田

◆
会
社
は
一
昨
年
に
、
設
備

メ
ン
テ
改
善
を
提
案
。
我
々

が
求
め
る
も
の
と
は
程
遠

い
。
地
方
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
も
の
は
エ
リ
ア
で
！

◆
エ
ル
ダ
ー
制
度
、
会
社
の

不
誠
実
な
対
応
に
は
和
解
の

趣
旨
の
徹
底
を
。
◆
人
事
・

賃
金
制
度
、
労
働
者
同
士
を

競
争
さ
せ
全
体
の
賃
金
水
準

を
低
下
さ
せ
る
も
の
。
賛
成

で
き
な
い
。撤
回
を
求
め
る
。

⑥ 

東
京
地
本
・
水
越

◆
人
事
・
賃
金
制
度
に
つ
い

て
、
問
題
が
多
い
内
容
だ
け

に
就
業
規
則
改
正
に
と
ど
め

る
こ
と
な
く
、
丁
寧
な
議
事

録
確
認
か
ら
締
結
を
求
め
る

と
共
に
、
労
働
協
約
に
つ
い

て
も
協
議
出
来
る
環
境
の
整

備
を
！
◆
山
は
動
く
情
勢
、

「
あ
ら
ゆ
る
力
」「
す
べ
て

事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し
」。
交
渉
の
中
で
危
惧

す
る
問
題
も
あ
り
、
実
施
後
の
制
度
検
証
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
。
４
つ
に
は
、
組
織

強
化
・
拡
大
。
JR
不
採
用
問
題
が
終
結
し
、
将
来

を
左
右
す
る
最
も
重
要
な
課
題
、
若
い
仲
間
や
脱

退
し
て
い
っ
た
仲
間
に
対
す
る
復
帰
・
加
入
を
呼

び
掛
け
た
い
。

　

最
後
に
、
反
原
発
・
脱
原
発
の
闘
い
に
つ
い
て
。

放
射
性
物
質
の
拡
散
は
全
国
的
な
問
題
。
労
働
組

合
と
し
て
、
反
原
発
・
脱
原
発
の
立
場
か
ら
地
域

の
仲
間
と
連
携
を
図
り
取
り
組
む
！

　
　
　
　
　
　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
全
文
掲
載
）

議長　田中委員（東京）、副議長　恒本委員（東京）
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の
仲
間
」
を
取
り
戻
す
こ
と

が
国
鉄
闘
争
の
最
終
的
な
勝

利
！

⑦ 

東
京
地
本
・
粉
川

◆
今
後
行
お
う
と
し
て
い
る

駅
業
務
委
託
は
、
鉄
道
輸
送

業
務
と
し
て
委
託
し
て
は
い

け
な
い
と
こ
ろ
ま
で
委
託
し

て
い
る
の
で
は
？
◆
施
策
提

案
し
て
き
た
会
社
の
責
任
を

果
た
さ
せ
る
た
め
に
も
、
委

託
先
職
場
の
問
題
で
本
社
・

本
部
間
の
ル
ー
ル
作
り
、
地

方
で
の
交
渉
で
き
る
形
を
！

⑧ 

仙
台
地
本
・
秋
山

◆
飯
山
線
で
起
き
た
踏
切
事

故
の
当
事
者
２
名
が
、
先
日

懲
戒
免
職
さ
れ
た
。
エ
リ
ア

本
部
と
し
て
、
声
明
や
撤
回

の
署
名
な
ど
の
考
え
は
？
◆

委
託
先
会
社
に
GS
社
員
や
エ

ル
ダ
ー
社
員
が
雇
用
さ
れ
て

も
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
格

差
が
あ
る
。
エ
ル
ダ
ー
の
雇

用
先
提
示
と
併
せ
交
渉
の
強

化
を
！

⑨ 

盛
岡
地
本
・
佐
々
木

◆
組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、

こ
の
１
～
２
年
が
勝
負
。
全

国
的
な
流
れ
に
遅
れ
な
い
よ

う
に
持
ち
場
で
精
一
杯
頑
張

る
！
◆
人
事
・
賃
金
制
度
は
、

一
括
和
解
の
趣
旨
を
会
社
に

守
ら
せ
た
う
え
で
の
協
約
化

を
！

⑩ 

高
崎
地
本
・
倉
林

◆
人
事
・
賃
金
制
度
。「
労

働
組
合
の
根
源
で
あ
る
団
結

を
阻
害
す
る
内
容
が
含
ま
れ

て
い
る
。」
と
提
起
し
て
い

る
の
に
何
故
協
定
化
な
の

か
？
◆
貨
物
問
題
、
ス
ト
ラ

イ
キ
で
闘
う
姿
勢
、
結
果
と

し
て
前
進
面
が
な
く
と
も
逆

に
議
論
の
一
歩
と
し
て
団
結

を
打
ち
固
め
る
。
◆
駅
業
務

の
さ
ら
な
る
推
進
は
、
夜
間

一
人
勤
務
や
輸
送
障
害
時
の

指
令
対
応
な
ど
障
害
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
状

況
。
実
施
時
期
含
め
て
労
働

組
合
を
相
手
に
し
て
い
な
い

事
案
だ
。

⑪ 

水
戸
地
本
・
赤
沼

◆
震
災
・
原
発
関
連
に
つ
い

て
。
災
害
避
難
勧
告
等
に
よ

り
住
居
に
居
住
出
来
な
い
場

合
、
１
年
間
社
宅
使
用
料
は

無
料
。
あ
と
少
し
で
、
期
限

が
切
れ
る
。
放
射
線
に
関
す

る
取
り
組
み
強
化
と
制
度
に

関
す
る
取
扱
い
を
！
◆
新
た

な
制
度
が
実
施
さ
れ
る
。
こ

れ
ま
で
就
業
規
則
と
い
う
極

め
て
個
人
的
契
約
か
ら
労
働

組
合
と
し
て
の
関
与
を
最
大

限
活
か
し
き
る
我
々
の
意
思

統
一
に
か
か
っ
て
い
る
。

⑫ 

東
京
地
本
・
井
草

◆
震
災
か
ら
１
年
。
神
奈
川

地
区
本
部
で
も
支
社
に
震
災

津
波
対
策
な
ど
申
入
れ
交
渉

を
行
っ
た
。
労
働
者
・
国
民

の
足
を
守
る
立
場
か
ら
本
社

に
提
案
、
対
策
を
！
◆
契
約

社
員
の
正
社
員
化
に
む
け
地

区
本
部
は
非
正
規
問
題
で
学

習
会
。
そ
の
う
え
で
、
①
正

社
員
が
原
則
②
鉄
道
事
業
は

直
轄
の
立
場
を
！

⑬ 

仙
台
地
本
・
小
桧
山

◆
福
島
県
支
部
は
原
発
事
故

後
、
屋
外
作
業
が
多
い
設
備

分
会
を
中
心
に
放
射
線
対
策

を
議
論
。
会
社
は
「
国
の
基

準
を
超
え
な
い
」
の
姿
勢
。

現
場
で
作
業
す
る
以
上
線
量

測
定
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ

る
程
度
は
安
心
。
支
援
を
！

◆
人
事
賃
金
制
度
の
見
直
し

の
協
定
化
で
、
文
言
を
議
事

録
に
加
え
た
こ
と
は
少
数
の

国
労
と
し

て
は
大
き

な
前
進
。

◆
「

３
・

11
『
原
発

い
ら
な
い
』

ふ
く
し
ま

県
民
集
会
」

へ
の
支
援

を
！

１
．
原
発
事
故
に
関
わ
る
諸
課
題

　

社
員
・
家
族
の
安
全
・
安
心
の

担
保
が
な
け
れ
ば
「
安
全
・
安
定

輸
送
の
確
立
」
は
あ
り
得
な
い
と

い
う
の
が
基
本
。

　

昨
年
12
月
20
日
に
新
た
な
申
を

本
社
に
申
入
れ
た
。
今
後
も
諸
問

題
の
解
明
・
改
善
を
求
め
る
こ
と

と
併
せ
て
、
横
断
的
な
取
り
組
み

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

２
．
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し

　

新
た
な
制
度
が
実
施
さ
れ
る

と
、
時
間
の
経
過
が
増
す
ほ
ど
に

職
場
の
問
題
が
増
大
す
る
。
し
た

が
っ
て
是
正
・
改
善
を
求
め
る
取

り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
こ

と
は
必
至
で
あ
る
。
制
度
に
対
す

る
協
定
化
は
取
り
組
み
の
手
段
と

し
て
も
重
要
。

３
．
12
年
春
闘
に
つ
い
て

　

中
央
委
員
会
決
定
に
基
づ

き
、
２
月
８
日
５
，

０
０
０
円
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
含
む
７
項

目
を
JR
東
日
本
に
申

入
れ
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
別
件
と
し
て

大
震
災
復
興
の
社
員

へ
の
慰
労
と
し
て
社

員
一
人
５
万
円
の
旅

行
券
を
年
度
末
に
支

給
す
る
こ
と
も
求
め

た
。

４
．
職
場
・
労
働
環
境
に
つ
い
て

（
１
）
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ

た
業
務
体
制
の
さ
ら
な
る
推
進

　

09
年
に
提
案
さ
れ
て
以
降
、
合

理
化
対
策
委
員
会
の
設
置
、
各

地
方
で
の
対
策
会
議
を
開
催
し
、

取
り
組
み
の
展
開
を
図
っ
て
き

た
。
今
後
は
基
本
交
渉
に
推
移

し
て
い
く
が
、
再
度
合
理
化
対

策
委
員
会
の
活
性
化
を
図
り
、

職
協
・
地
方
機
関
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、「
偽
装
請
負
等
」
を
題
材

と
し
た
学
習
会
に
つ
い
て
も
開

催
し
て
い
き
た
い
。

（
２
）
駅
業
務
委
託
の
さ
ら
な
る

　
　
　
　

 推
進
に
つ
い
て

　

今
後
の
地
方
提
案
・
交
渉
の
推

移
を
見
な
が
ら
、
再
度
東
日
本
本
部

と
し
て
関
係
地
方
、
職
協
を
交
え
た

会
議
を
召
集
し
た
い
。
ま
た
、
GS
社

員
問
題
と
併
せ
て
の
取
り
組
み
か
ら

も
、
早
急
に
「
駅
の
あ
り
方
施
策
」

の
検
証
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
３
）
エ
ル
ダ
ー
社
員
問
題

　

労
働
条
件
改
善
等
に
関
わ
る

課
題
に
つ
い
て
は
、
労
働
条
件
に

関
す
る
協
約
の
交
渉
の
中
で
取
り

扱
っ
て
い
く
。
ま
た
、
出
向
先
等

で
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
は
、

一
昨
年
８
月
に
会
社
側
と
一
定
の

合
意
に
達
し
た
「
ル
ー
ル
」
に
基

づ
き
取
り
扱
っ
て
行
き
た
い
。
再

度
全
体
的
な
認
識
の
一
致
を
図
る

た
め
、
関
係
者
会
議
を
開
催
し
て

い
き
た
い
。

　

３
．
11
福
島
で
の
大
集
会
等
、

全
国
各
地
で
脱
原
発
・
反
原
発
の

集
会
や
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
。
各
地
方
で
の
取
り
組
み
に

対
し
て
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い

く
。

６
．
組
織
強
化
・
拡
大

　

組
織
拡
大
に
つ
い
て
さ
ら
な
る

大
き
な
う
ね
り
を
作
り
出
す
た
め

に
は
、
国
労
自
ら
の
必
要
性
・
重

要
性
を
職
場
で

高
め
て
い
く
以

外
に
な
い
。
こ

の
間
国
労
の
旗

の
下
に
結
集
し

て
く
れ
た
新
た

な
仲
間
の
声
が

そ
の
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
助
役

試
験
に
合
格
し

た
組
合
員
は
全

体
で
10
名
を
数

え
る
に
至
っ
て

い
る
。
ま
た
、

昨
年
度
の
合
格

者
は
７
名
で
あ

る
。
そ
う
し
た

一
方
で
20
回
以
上
試
験
を
受
け
て

も
不
合
格
の
扱
い
を
受
け
続
け
て

い
る
組
合
員
も
い
る
こ
と
も
紛
れ

も
無
い
事
実
で
あ
る
。

　

私
た
ち
国
労
は
、
職
場
に
お

け
る
一
切
の
差
別
を
許
さ
ず
、

常
に
弱
者
の
目
線
に
立
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

し
て
助
役
職
等
の
受
験
を
は
じ

め
、
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指

す
組
合
員
も
数
多
く
い
る
こ
と

も
事
実
。
大
衆
組
織
で
あ
る
労

働
組
合
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
広

範
な
仲
間
の
結
集
と
広
範
な
議

論
展
開
が
必
要
で
あ
る
。
ま
さ

に
国
労
ら
し
さ
と
い
え
る
。

　

職
場
に
お
い
て
仲
間
の
信
頼
を

掴
み
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す

る
運
動
と
取
り
組
み
を
一
層
強
化

す
る
こ
と
を
約
束
し
、
第
29
回
拡

大
委
員
会
の
集
約
と
す
る
。
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